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「宝」の見つけ方、磨き方
特 集

　

青
森
県
の
西
部
に
位
置
す
る
弘
前
市

は
、
自
然
に
恵
ま
れ
見
ど
こ
ろ
も
多
い

ま
ち
。
特
に
４
月
下
旬
か
ら
弘
前
城
を

中
心
に
咲
き
誇
る
桜
の
見
事
さ
は
有
名

で
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
。
そ
の

弘
前
市
を
代
表
す
る
産
業
が
、
リ
ン
ゴ

の
生
産
だ
。
地
元
の
商
工
会
議
所
で
は
、

「
り
ん
ご
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
果
実
だ
け
で
な
く
、
枝
か

ら
お
が
く
ず
ま
で
丸
ご
と
商
品
化
し
よ

う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
中
。

す
で
に
数
々
の
人
気
商
品
が
生
ま
れ
、

海
外
か
ら
も
引
き
合
い
が
来
て
い
る
と

い
う
。

パ
リ
の
展
示
会
で
商
談
が
相
次
ぐ

　

1
月
20
日
か
ら
5
日
間
に
わ
た
っ

て
、
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
で
「
メ
ゾ
ン
・

エ
・
オ
ブ
ジ
ェ
」
が
開
催
さ
れ
た
。
こ

れ
は
、
イ
ン
テ
リ
ア
や
テ
ー
ブ
ル
ウ
エ

ア
の
分
野
で
世
界
最
大
級
の
規
模
を
誇

る
展
示
会
。
そ
の
会
場
に
弘
前
商
工

会
議
所
は
「H

IROSA
K
I SPA

CE

–

LIFESTY
LE

」（
弘
前
な
空
間
デ
ザ
イ

ン
）
と
い
う
名
称
で
18
㎡
の
ブ
ー
ス
を

リ
ン
ゴ
丸
ご
と
商
品
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

廃
材
が
お
金
を
生
む
商
品
に
変
身

構
え
た
。

「
地
域
の
伝
統
工
芸
で
あ
る
津
軽
塗
、
こ

ぎ
ん
刺
し
、
打
刃
物
な
ど
約
２
０
０
点

を
出
品
し
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
リ
ン

ゴ
の
木
で
つ
く
っ
た
箸
や
ス
プ
ー
ン
、
ナ

イ
フ
、
収
納
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
の
木
工
品

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
来
場
者
の
反
応

は
大
変
よ
く
、
そ
の
場
で
80
件
の
商
談

が
行
わ
れ
、
う
ち
２
件
の
取
引
契
約
が

す
で
に
ま
と
ま
り
、
10
件
は
前
向
き
に

交
渉
中
で
す
」
と
弘
前
商
工
会
議
所
ま

ち
そ
だ
て
課
課
長
の
村
谷
要
さ
ん
は
話

し
、
こ
う
付
け
加
え
る
。

「
海
外
の
展
示
会
に
は
で
き
る
だ
け
出
展

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
世
界
の
人
々

に
弘
前
の
よ
い
も
の
を
知
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
っ
て
い
る
の
で
。
そ
し
て
、
こ
う

し
た
取
り
組
み
を
続
け
て
き
た
お
か
げ

で
〝
弘
前
ブ
ラ
ン
ド
〞
の
認
知
度
が
上

が
り
、
今
で
は
パ
リ
の
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ

プ
で
も
扱
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
」

　

同
所
で
は
現
在
、「
地
域
を
先
導
す
る

商
工
会
議
所
」
と
い
う
行
動
指
針
の
下
、

地
元
の
工
芸
品
を
使
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
る
。
今
回

弘
前
商
工
会
議
所

青
森
県
弘
前
市

川上 川下

リンゴの木 加工
伐採
剪定
せんてい 乾燥 製材

チップ化

商品開発

堆肥・燃料・木酢液

加工品（無添加）

商品
開発

リンゴの実

商品開発

新規流通経路
確立

生果
（無肥料・無農薬化を目指す）

安全安心
選果基準

実すぐりリンゴ 商品開発加工品

リンゴの花 剪定枝の商品化リンゴ花まつりブランド化

他産業との連携

津軽打刃物 剪定はさみ、カビ削り、ナイフなどリンゴ栽培の道具としての連携

津軽塗 テーブルウエア、木地としての連携

津軽こぎん刺し テーブルウエアとしての連携・リンゴ染めなど

津軽木工 木地としての連携、箸、ステーショナリー、玩具、テーブルウエア、照明

食品加工 シャーベット、パウダー、機能性食品、乾燥チップ、ファイバー、薫製商品

観光産業 土産品、産業観光など

販
路
開
拓

消
費
者
国
内

海
外

りんごゼロエミッションプロジェクト（リンゴ丸ごと商品化）
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「
宝
」の

見
つ
け
方
、

磨
き
方

全
国
に
は
ま
だ
ま
だ
「
眠
っ
て
い
る
宝
」
と
も
言
え
る
資
源
が
存
在
す
る
。

そ
れ
を
見
つ
け
、
磨
き
上
げ
る
こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
今
号
で
は
、
そ
れ
に
全
力
で
取
り
組
む
事

例
を
取
り
上
げ
た
。


